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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
原
因
に
つ
い
て 

～
二
次
汚
染
だ
け
で
な
く
、
生
カ
キ
等
の 

二
枚
貝
に
よ
る
食
中
毒
に
も
ご
注
意
を
！
～ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
年
間
３５０

件
ほ
ど
発
生
し
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
直

接
食
品
か
ら
検
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
過

去
の
食
中
毒
事
例
で
も
約
８
割
は
原
因
食
品
が

特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
食
品
取
扱
者
を
介
し
て
食

品
が
汚
染
さ
れ
た
、
二
次
汚
染
が
原
因
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
原
因
食
品
が
特
定
さ
れ
た
食
中
毒
事

例
は
約
２
割
で
す
。
こ
の
う
ち
、
生
カ
キ
等
の
二

枚
貝
が
原
因
と
断
定
さ
れ
た
事
例
は
、
年
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
約
４
～
６
割
に
の

ぼ
り
ま
す
。
生
カ
キ
等
の
二
枚
貝
に
よ
る
食
中
毒

は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
全
体
と
し
て
は
約
１

割
で
す
が
、
毎
年
、
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
食
中
毒
の
報
告
が
あ
っ
た
件
数

な
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
多
く
発
生
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

☆
二
枚
貝
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
な

ぜ
起
こ
る
？ 

二
枚
貝
は
大
量
の
海
水
を
取
り
込
み
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
な
ど
の
エ
サ
を
体
内
に
残
し
て
出
水
管

か
ら
排
水
し
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
二
枚

貝
の
中
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
が
、
下
水
の
影
響
の

あ
る
河
口
な
ど
の
海
域
に
は
、
下
水
処
理
場
で
除

去
し
き
れ
な
か
っ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
浮
遊
し

て
い
る
た
め
、
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
海
水
中
の

ウ
イ
ル
ス
も
取
り
込
ま
れ
、
二
枚
貝
の
中
で
濃
縮

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
の

腸
で
増
殖
↓
下
水
↓
川
↓
海
↓
二
枚
貝
↓
ヒ

ト
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
循
環
す
る
と
、
二
枚
貝
に

よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
の
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
サ
ザ
エ
・
ア
ワ
ビ

な
ど
の
巻
貝
は
海
藻
を
食
べ
る

た
め
、
二
枚
貝
の
よ
う
に
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
体
に
溜
め
込
む
こ
と

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

☆
「
生
食
用
カ
キ
」
と
「
加
熱
用
カ
キ
」
の
違
い

は
？ 

 

「
生
食
用
」
と
「
加
熱
用
」
の
違
い
は
鮮
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
食
用
カ
キ
に
は
、
食
品
衛
生

法
の
「
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
」
に
お
い

て
、
成
分
規
格
な
ど
の
規
格
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
食
用
カ
キ
の
規
格
基
準
（
抜
粋
） 

 

１
．
成
分
規
格 

・
細
菌
数
が
１
ｇ
に
つ
き5

0
,0

0
0

以
下
。 

・E
.c

o
li

（
大
腸
菌
）
最
確
数
※
が
１００
ｇ
に
つ
き

230
以
下
。 

・
む
き
身
に
し
た
も
の
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
最
確

数
が
１
ｇ
に
つ
き
１００
以
下
。 

※
最
確
数
と
は
、
試
験
材
料
を
１０
倍
、
１００
倍
と

段
階
的
に
希
釈
し
て
培
養
し
た
試
験
管
の
陽
性

の
本
数
か
ら
、
実
験
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
最

確
数
表
」
を
用
い
て
菌
数
を
算
定
す
る
方
法
。 

 

２
．
加
工
基
準 

・
海
水
１００

ｍL
当
た
り
大
腸
菌
群
最
確
数
が
７０
以

下
の
海
域
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
又
は

そ
れ
以
外
の
海
域
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
１００

ｍL
当
た
り
大
腸
菌
群
最
確
数
が
７０
以
下

の
海
水
又
は
塩
分
濃
度
３
％
の
人
工
塩
水
を
用

い
た
も
の
。 

 
３
．
保
存
基
準 

・
１０
℃
以
下
で
保
存
、
生
食
用
冷
凍
カ
キ
は
マ

イ
ナ
ス
１５
℃
以
下
で
保
存
す
る
。 

・
清
潔
で
衛
生
的
な
容
器
に
入
れ
る
か
又
は
包
装

し
て
保
存
す
る
。 

  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
の
基
準
は
定
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
九
州
市
で
は
平
成
１８
年

度
か
ら
豊
前
海
北
部
漁
協
・
北
九
州
東
部
漁
協
・

曽
根
漁
協
の
生
食
用
カ
キ
に
つ
い
て
、
規
格
基
準

に
加
え
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
定
期
的
に
行

っ
て
お
り
、
過
去
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
全
国
的
に
は
カ
キ
の
生
食
に
よ
る
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
食

品
会
社
や
施
設
に
よ
っ
て
は
、
食
品
取
扱
者
に
カ

キ
の
生
食
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

 

☆
二
枚
貝
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
？ 

 

二
枚
貝
の
生
食
は
避
け
、
中
心
部
ま
で
十
分
加

熱
す
る
こ
と
が
確
実
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

８５
℃
～
９０
℃
で
９０
秒
間
以
上
の
加
熱
に
よ
り

感
染
力
を
失
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
安
全
に
美

味
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
加
熱
前
は
調
理
者
の
手
や
調
理
器
具
を

介
し
た
二
次
汚
染
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

☆
カ
キ
以
外
の
二
枚
貝
は
大
丈
夫
？ 

 

カ
キ
だ
け
で
な
く
、
シ
ジ
ミ
、
ア
サ
リ
、
ハ
マ

グ
リ
な
ど
の
二
枚
貝
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
二
枚
貝
は
生
で
食
べ
る

こ
と
が
な
い
た
め
、
感
染
し
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
同
じ
く
二
枚
貝
の
ホ
タ
テ
は
貝
柱
の
部

分
を
生
で
食
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
蓄
積
す
る
の
は
主
に
二
枚
貝
の
中
腸

腺
と
よ
ば
れ
る
消
化
器
官
で
あ
る
た
め
、
感
染
リ

ス
ク
は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

立
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

今
月
の
写
真
は
、「
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
」
で
す
。 

ノロウイルス食中毒の原因食品別発生件数 

参考：厚生労働省 HP「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」 

(件) 


